
公益社団法人日本看護協会会長殿

医療行政の推進につきましては、平素から格別の御高配を賜り厚く御礼申し上げます

医療事故調査制度は、医療事故が発生した医療機関において院内調査を行い、医療事

故調査・支援センターにおいて、その調査報告を収集し整理・分析することで医療事故

の再発防止につなげ、医療の安全を確保することを目的として実施されております。

今般、「医療事故調査・支援センター2021年年報」(以下「年報」という。)が公表さ

れましたのでお知らせいたします。

相談や医療事故報告等の現況は、別添のとおりです。貴職におかれましては、内容を

御確認の上、貴会会員に対する周知をお願いいたします。

年報につきましては、同センターのホームページ https://W卯.medsafe.or.jp/にも

掲載されていますととを申し添えます。

医療事故調査・支援センター2021年年報の公表について

医政安発 0317

令和4年3月

厚生労働省医政局総務課医療安全推進室長

(公印省略)
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Ⅱ相談医療事故報告等の現況

本要約版は、数値版の集計結果の中から主要項目を抽出し、報告件数等について2021年1月 1日

~同年12日31日までの状況を、制度開始からの推移あるいは前年比等によりまとめている。

一部のグラフは、 2015年10月~12月のデータを省略している。

なお、数値版については、日本医療安全調査機構のホームページに掲載している。
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要約版相談の状況

相談の状況

1.相談件数の推移徴値版参考1・(1)・①参則
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※相談手段の大半は電話であるが、それ以外に文婁等が數件含まれる。※相談件数を四半期ごとに表記している。

相談件数は1,685件であり、380~450件台ノ四半期で推移していた。
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2.相談者別(「医療機関」と「遺族等」)相談件数の推移徴値版1・①イ②参剛
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※相談者別(「医療機関」と「遺族等」)の相談件數を四半期ごとに表記している。
※「遺族等」には、生存事例における相談者やその家族が含まれる。

医療機関からの相談は725件、遺族等からの相談は8舶件であった。
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3.遺族等の木目言炎内谷(数値版1・(1)・④参照)
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[9刀件]

医療事故報告対象の判断 712

2015年10月以降の死亡事例 制度開始前等の死亡事例

や生存事例に関する相談 355357

相談・報告の手続き
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※「遺族等」には、生存事例における相談者やその家族が含まれる。※1回の対応で複数の相談内容がある場合は、重複計上している
※「その他」には、制度やセンターの業務に関するもの等が含まれる。

2021年遺族等からの相談内宴の件數は977件であり、最も多かった相談内容は「医疫故報告対象の判断」712件であっナニ。この中には、制度開始前等の死亡例1-
関する相談や、事故にあわれた本人等からの相談が355件含まれていた。の状況
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4.遺族等からの求めに応じて医療機関へ伝達した件数徴値版1・(1)・⑤参岡

要約版相談の状況
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※医療機閏への伝達は、厚生労働省医政局総務課長通知(平成28年6月24日医政総発0624第1号)「遺族等からの求めに応じて、相談の内睿等を病院等の管理者に伝達する
こと」1こ基づく。
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要約版相談の状況

5.センター合議における助言内容および医療機関の半11断徴値版1・(2)・④参胸
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※2021年の「報告した」は、2022年1月末日時点までに医療事故発生の報告を受けた件數の再掲であり、「報告していない」1=は、一部、検討中のものを含む。
※「センター合諺止は、医療機関が行う「医療事故か否かの判断」に関する支援として、センターの複数名の専門家らにより合謹を行い、その結果を医療機関へ助言として伝え

るものである。

202,年センター合議は44件実施した。内訳は、「報告を推奨すると助言した」34件のうち、医療機関から医療事故報告されたものが21件であった。また、「複数の考え方
の状況を伝えた」5件のうち、報告されたものは1件であった。
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医療事"発生・、,盆の状況
6-1.医療事故発生報告件数の推移(数値版参考2・(1)・①・惨剛
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※医疫事故発生報告件數を四半期ごとに表記している。

医療事故発生報告件数は317件であり、70~80件台四半期で推移していた。
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要約版医療事故発生報告の状況

112

6-2.コロナ禍における医療事故発生報告件数の推移徴値版2・①く)参剛
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要約版医療事故発生報告の状況

フ.病床規模別1施設あたりの医療事故発生報告件数徴値版2・(1)・⑤参剛
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※「1施設あたりの報告件数」は、2016年~2020年は各年の1月~12月の報告件数 5年施設数、2021年は1月~12月の報告件数ノ施設数として算出し、有効数字2桁で表示している。
※「施設數」は、2016年~2020年の平均、2021年ともに「令和元年医療施酘調査」厚生労働省)に基づき算出している。

1施設あたりの医療事故発生報告件数が最も多かったのは「900床以上」0.63件で、次いで多かったのが「800床~899床」033件であった。
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8.病床規模別1病床あたりの医療事故発生報告件数徴値版2・①⑤参剛
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※「病床数」は、2016年~2020年の平均、2021年ともに「令和元年医療施設調査」(厚生労働省)に基づき算出している。
※病床数には、精神病床、感染症病床、結核病床、療養病床、一般病床、一般診療所の病床を含む。

1病床あたりの医療事故発生報告件数がも多かったのは「900床以上」0.60(×10、3)件で、次いで多かったのが「500床~5舶床」0.41(×10、3)件であった。
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特定機能病院の報告件数徴値版2・(1)・④参卿9-1
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特定機能病院の報告回数は h回~3回」が最も多く41.496(36病院)であり、次いで「4回~6回」が31.0%(27病院)であった。 h回~9回」は103%(9病院)
「16回以上」は2.396(2病院)、「10回~12回」とh3回~15回」は1.1%(1病院)で、報告実績がないのは、1?.6%(11病院であった。
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要約版医療事故発生報告の状況
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70%

医療事故発生報告件数のうち、特定機能病院からの報告件数は19.6%(62件)であった。

9-2.特定機能病院における報告回数徴値版参考2・(1)・④惨剛
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要約版医療事故発生報告の状況

10.病床規模別医療事故発生報告実績の割合徴値版参考2・(1)・⑤参剛
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※この集計は、2015年10月~2021年12月末までの実績に基づき集計したものである。
※施設数(総數)は、「令和元年医療施設調査」(厚生労働省)1こ基づき算出している。

制度開蛤 病床規模數の大きな施設ほど、高い報告実績を示している。
からの状況
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医療事故発生報告施設における報告回数徴値版参考2・(1)・⑤参卿11
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※報告実績あり(回数)は、1つの医療機関が医療事故発生報告をした回数を示している。
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※この計は、2015年10月~2021年12月末までの実績に基づき集計したものである。※報告回數は、1つの医療機関が医療事故発生報告をした回数を示している。

"医療事故発生報告回数はh回」がも多く64.6%(794施設)であり、複数回報告があった施設は35.4%(435施設)であった。
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2015年10月1日~2021年12月31日までの累計
報告実績あり施設数 1,229施設

※1施設あたりの平均報告回数 180

10回以上

0.6%

[7施設]

52

2回

16.4%

[201施設]
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12.1事伊11こ関与した医療機関数徴値版2・(1)イ⑥参剛

複数の医療機関が関与

12.6%

[283件]

2施設

11.5%

[259件]

※この集計は、医療車故発生報告の惰報に基づき、センターが分頴、集計したものである。

制度開始
からの状況

2015年10月1日~2021年12月31日までの累計

医療事故発生報告件数 2,248件

要約版医療事故発生報告の状況

複数の医療機関が関与していた事例は12.6%(283件)あり、そのうち、2施殷が11.5%(259件)、3施設以上が1.1%(24件)であった。

3施設以上

1.1%

[24件]

1施設

87.4%

[1,965件]
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要約版医療事故発生報告の状況

13.都道府県別医療事故発生報告件数徴値版2・(1)・⑦参剛

(件数)

300

Ⅱ

250

200

北海道
ブロック

150

東北
プロック

280

100

117

関東信越

プロック

50

0

18

131

22
27

北青岩宮秋山福茨栃群埼千東神新山長富石岐静愛三福滋京大兵奈和鳥島岡広山徳香愛高福佐長熊大宮鹿沖
海森手城田形島城木馬玉葉京奈潟梨野山川阜岡知重井賀都阪庫良歌取根山島口島川媛知岡賀崎本分崎児縄
道県県県県県県県県県県県都川県県県県県県県県県県県府府県県山県県県県県県県県県県県県県県県島倶J、、"、'/ J ゛、J、'、J、 J " i、J J '、'、J J、' J ' J -、'、J、J、J、'、J、"- J、

4246

135

18
23

東海北陸
ブロック

糊度開始
からの状況

2015年10月1日~2021年12月31日までの累計

医療事故発生報告件数 2,248件

3537

151

都道府県別にみた制度開始からの医療事故発生報告件数が最も多かったのは「東京都」280件、次いで「愛知県」151件であった。

43

14.都道府県別人口100万人あたりの医療事故発生報告件数〔1年換算](数値版参考2・(1)⑦参照)

近畿
ブロック

40

(件数)

6.0

7

57

16
2326

108

58

中国四国
プロツク

84

5.0

97

北海道
プロック

28

4.0

東北
ブロック

3.6

22

3.0

九州

ブロック

37

3.4

3.0

42

24

29

2.0

23

関東信越
ブロック

1.0

3.1
2.9

2.6

29

1.9

33

0.0

北青岩宮秋山福栃群埼千里神新山長富石岐静愛三冒滋京大兵奈和鳥島岡広山徳香愛福佐長熊大宮沖

道県県県県県県県県県県県都川県県県県県県県県県県府府県県山県県県県県県県県県県県県県県県島県

※「人口100万人あたりの報告件数」とは、医療事故発生毅告件数ノ6.25ノ人口(「令和2年人口推計」総務省統計局)×100万として算出している0年換算)。

制度開始人口100万人あたりの医療事故発生報告件数(制度開始からの累計)を1年換算した件数は全体で2.9件年であった。最も多かったのはr三重県」と「京都府」の
からの状況 5.2件、次いで「宮崎県」4.9件であった。

44

32 3.1 3.1

24

東海北陸
プロック

3433

52

1.フ

23

35

52

18

32

25

3.2

近畿

プロック

2.5

2.1

1.4

32

中国四国

プロック

3.6

3.2

2.8

2.フ

2.0

1.0

九州

プロック

1.フ

2.4
2.2

2.0 2.0

35

4.8

2.9
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・.査結果告の状況
15.院内調査結果報告件数の推移徴値版参考3・(1)近)参剛

Ⅱ

(件數)

120

100

80

60

40

104

69

42 43

20

65

84

7月~月~ ~ 4月~ 7月~ 月~ 4月~1 44 7
' 3月6月月6月9月2月 3

^ 2017年

[219件] [321件] [361件][7件]

※院内調査結果報告件数を四半期ごとに表記している。

院内調査結果報告は、311件であり、50~90件台四半期で推移していナ=。

0

7

86

62

95

71

89

要約版院内調査結果報告の状況

91
96 98

119

104

66

10月~ 1月~ 4月~ 7月~ 10月~ 1月~ 4月~ 7月~10月~ 1月~ 4月~ 7月~ 10月~ 1月~
12月3月6月9月12月3月6月9月12月3月6月9月12月3月

^^

83
88

65

4月~ 7月~ 10月~
6月9月1ユ月

2021年

[311件]

90
95
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[364件]
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〔355件]
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要約版院内調査結果報告の状況

16-1.起因した医療(疑いを含む)の分類別院内調査結果報告件数徴値版3・(2)・①参剛

(件数)

150

Ⅱ

100

22.0

0

145.8

137

その他検査等診察 治療

※「起因した医療の分顛」は、厚生労働省医政局長通知(平成27年5月8日医政発0508第1号)の別添「医療に起因する(疑いを含む)死亡又は死産の考え方」に基づき、2016年~
2017年は医療事故発生報告の内容をセンターが分類、集計したものであるが、2018年1月以降は医療機関から報告された院内調査結果報告の内容に基づき集計している。

※「左記以外」には、院内感染、突然の心肺停止状態での発見等が含まれ、分類困難だったものである。

起因した医療(疑いを含む)別に分類した院内調査結果報告件數は、「手術(分娩を含む)」がも多く137件であり、次いで多かったのは「処置」44件であった。

露 2016年~2020年の平均値[324件]

2021年[311件]

16-2.病床規模別「起因した医療の分類」の割合徴値版3・(2)・③参則

0.6 3 4.4

診寮

^Φ撤候、症状

2
^

0.4 1

0床

[26件]

1~19床

〔81件]

20~199床

[320件]

200~399床

[563件]

400~599床
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600床以上

[511件]
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※「起因した医療の分類」は、厚生労働省医政局長通知(平成27年5月8日医政発0508第1号)の別添「医療に起因する(疑いを含む)死亡又は死産の考え方」1こ基づき、2015年~
2017年は医療事故発生報告の内容をセンターが分類、集計したものであるが、2018年1月以降は医療機関から報告された院内調査結果報告の内客に基づき集計している。

..ι病床規模別の起因した医療の分類は、無床では「投藁・注射(輸液を含む)」が30.8%の割合を占めるが、有床ではいずれも「手術(分娩を含む)」が約半數近い
割合を占め、特に1~19床では、71.6%を「手術(分娩を含む)」が占めた。●',,1

20%

体桧皇
3'" 1驫全""."

""............■...1111"........■...■■...゛゛゛^^^゛

検体採取

3.2

21.0

胎金

⑥手衛(分娩吾含む)

^⑦弛置
⑧投藁・注射(輸液を含む)

@麻酔@医療機器の使用
@りハピリテーション
⑰放射鰻治療

50%30%

10

40%

モの佳

60%

^、直状

@痘萎
@転倒・転落
⑯誤辱
⑯庵者の馬駐

身休的拘束身休抑制

.

.......●...曇..曝.............1......,...、1弔1

⑦処置 .,

13.4%

..

70%

左記以外⑰

..

80%

..
....

...
.......

.
嬰皇1

..

..

90%

..

動^
職

^

念^

^倭、金状

^金状^

..

.＼

フ.4 7

...
..

左
記
以
外

ー
^
患
者
の
隔
離
・
身
体
的

拘
束
/
身
体
抑
制

療
養

医
療
機
器
の
使
用

放
射
線
治
療

麻
酔

手
術

(
分
娩
を
含
む
)

1
 
投
薬
・
注
射
、

0
 
(
輸
血
を
含
む
)

■
処
置

04

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

@
岬

9
86

画
像
検
査

診
断
穿
刺
・

検
体
採
取

●
リ
軸

生
体
検
査

002

91

冒

.
曇
:
.

検
体
検
査

要
約
版

誤
虐
療
事
故
報
告
等
の
現
況

徴
候
、
症
状

:
.
■

.

.

.

.

:
尋
.

5
 
■
一
」



「手術(分娩を含む)」の内訳(数値版3・(2)・②参剛17-1

(件数)

25

20

15

10

5

21.8

13.4

42

21

0

13

4

18.8

手術

※この集計は、「16-1.起因した医療(疑いを含む)の分頬別院内調査結果報告件数」に記した「治療」のうち、「手術(分娩を含む)」の内訳である。
※手術は、「平成26年患者調査」(厚生労働吉)の「病院退院票」における手術名に基づく分類である。
※「その他」には、気管切開衛、ペースメーカー植込み術、口腔外科手術、ラジオ波焼灼術等が含まれる。

「手術(分娩を含む)」の内訳で、院内調査結果報告件數が最も多かったのは「開腹手術」21件であり、次いで多かったのは「その他の内視鏡下手術」18件であった。

17

20.4

15

要約版院内調査結果報告の状況

2016年~2020年の平均値[1458件]

2021年[137件]

フ-2.病床規模別「手術(分娩を含む)」内訳の割合徴値版3・(2)・④参剛

(筋
四'、
肢格
体系
幹手
)術

18

22.2

8

46

11.6
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0床
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内そ
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14
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伯ユ%

400~599床

[204件]

40%

含(分

手術
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Ⅱ

600床以上
[223件]

開駿唖術
142"

50%

その他 1鳳0帖

※この集計は、「16-1.起因した医療(疑いを含む)の分類別院内調査結果報告件數」に記載した「治療」のうち、「手術分娩を含む)」の内訳である。
※手術は、「平成26年患者調査」(厚生労働省)の「病院退院票」における手術名に基づく分類である。

制度開始「手術(分娩を含む)」の内訳で、院内調査結果報告件数が最も多かったのは、1~19床では「分娩(帝王切開術を含む)」897%、20~199床では「筋骨格系手術(四肢休幹」208%、
からの状況 2卯~399床では、r聞腹手術」19.096、400~599床では「腹腔鏡下手斯」19.1,6、6山床以上では「経皮的血管内手術」20.6%であった。
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要約版院内調査結果報告の状況

18.患者死亡から医療事故発生報告および院内調査結果報告までの期間(数値版参考3-(1)→②一i,ii参照)

(日数)

400

Ⅱ

350

300

250

200

150

「↓'

100

232 231

186

154

244

280 278

95

50

67

11 13

0
1月~4月~7月~ 10月~ 1月~ 4月~ 7月~10月~ 1月~ 4月~7月~ 10月~ 1貝~4月~7月~10月~ 1月~ 4月~7月~ 10月~10月~ 1月~4月~7月~10月~

353月6月9月誌月3月6月9月12月ヨ月5月9月12月3月6月9月12月3月6月9月1ユ月12月3月6月9月12月

762

^^2018年2015年2016年 2017年 2
[355件] [311件][364件][361件][7件][219件] [321件] 1,47フ

※1か月を30日として集計している。

202,年死亡から医療事故の判断に要した日数の中央値は35臼、発生報告から院内鯛査結果報告までに要した白数(院内調査)の中央値は254日であった。また、死亡
の状況から院内調査結果報告までに要した日數の中央値は320日であった。

309

265

7月~ 10月~
9月12月

308

336

19
25

318

286

344

19 20 21 21

353

329

1月~ 4月~ 7月~ 10月~ 1月~ 4月~
3月6月9月12月3月6貝

^ 2021年

323

19.医療事故発生報告件数および院内調査結果報告件数累計の推移
(数値版参考2-(1)イDi・参考3-(1)一①参照)
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32 28

死亡から院内調査結果
報告までの期問(中央値)

死亡から医療事故発生
報告までの期間(中央値)

315

41
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24

死亡から

院内調査結果報告日数

32
38

7月~ 10月~
9月12月
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36
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388.フ

37

1,800

43

発生報告力ら
院内調査結果報告日数
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0

1'751

^死亡から発生報告佃数)

28 33
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2015
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佃度開始
からの状況

-4月~ 7月~ 10月
月6月9月12

652

92 161
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^

945

226

1,028

1,129

414

1,234

医療事故発生報告件数の累計と院内調査結果報告件数の累計は、ほぽ比例しながら推移している。
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20.院内調査結果報告までに要した期間とその理由徴値版参考3・①⑥参剛

制度の理解不足

解剖結果が出るまでに時間を要している

外部委員の派遣に時問を要している

委員会開催の日程調整に時問を要している

調査検討に時間を要している

報告書の作成に時間を要している

支援団体との支援調整に時問を要している

複数の報告事例をかかえ時間を要している

他の業務があり時間を要している

遺族への調査結果の説明やその後の対応に
時問を要している

コロナ対応のため時間を要している

担当者が交代したため時間を要している

報告することを失念していた

上記以外の理由で時間を要している

特1一要因はない

間 1年6か月以上
~2年末満

16

5

15

24

15

37

※2021年12月末時点において、院内調査結果報告のうち、医療事故発生報告を受けてから1年6か月以上要した183件について集計している。
※二の集計は、医療機関への照会に基づきセンターが集計したものである。

制度開始院内調査結果報告までに時間を要した理由は、「遺族への調査結果の説明やその後の対応に時間を要している」が78件で、次いで多かったのは「報告の作
からの状況成に時問を要している」が70件であった。

2年以上~

2年6か月未満

要約版院内調査結果報告の状況
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2年6か月以上

14

(重複計上)

Ⅱ
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要約版院内調査結果報告の状況

解音11の実施状況(数値版3・(3)・①参殉21-1

死因身元

調査解剖

4 [29%]

行政解剖

1〔07%]

Ⅱ

2021年

2020年

[355件]

20伯年

[364件]

2018年
361.

2017年

[321件]

2016年

[219 ・]

あり 110 [闘.496]

100 150

131 [36.9%]

139 [382%]

200

144 [39.9%]

74 [33896]

1闘[41.4%1

2021年
の状況

い郎[^】

250

剖の実施件数は、院内調査結果報告があった311件のうち110件であった。

21-2.解音11実施ありの内訳徴値版3・(3)・①参罵

300

218 仏1'殉

伽4血1↓,田

350

不

5 Π.6%】

[110件]

(件数)

400

全17[印.1 1

1闘

...●闇●,..

20知年

[131件]

2019年

[139件]

20相年

[144件]

2017年

〔133件]

2016年

[74件]

6 [1.7貼]

病理解剖 85[フフ.396]

1[03,6]

70

病^剖 101[フフ.1"]

病^剖 102[13.4%1

病理解剖 120[833%]

病理解剖 1伽[820%]

80

※「死因身元調査解剖」とは、2013年4月1日施行「警察等が取り扱う死体の死因又は身元の調査等に関する法律」に基づく解剖である。

解剖の実施あり110件の内訳は、病理解剖が85件で、司法解剖は23件、行政解剖は2件であった。

解剖実施あり

90

病理解剖 57[17.0%]

100

司法解剖

23[20.9%]

110 120

行政解剖

2 [1.8%]

..

司法解剖
13 [17.6%]

行政解剖 3[41%]

..

130

..

.■...●●闇●■.,..

140

(件数)

150

司法解剖 29[22.1%]

行政解剖 3[2.2%]

司法解剖 30 [21.6%]

.....

司法解剖
23 [160%]

死因身元

調査解剖

1 [0.8%]
.......■...尋.■●●●●●■..."■"

死因身元

調査解剖

1 [1.4%]

.................

行政解剖

1 [0896]

司法解剖
21 [15.8%]

行政解剖 2[15%]
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22.死亡時画像診断(Ai)の実施状況徴値版3・(3)②参罵

0

[311件]

50

実施あり 106[34.1"]

ι̂355件]

^
[364件]

^
[361件]

^
[321件]

^

関

100

1相['を0,U

150

123 [34β%]

......

200

[219件]

"6 [321"]

※「実施あり」は、医療機関が死亡直前に撮影したCTをAiと判断したものも含んでいる。

年 Aiの実施件数は、院内調査結果報告があった311件のうち106件であった

115 [闘念"]

し相8 郎.フ"1

飾[38念貼]

250

要約版院内調査結果報告の状況

23.解剖とAiの実施状況の内訳徴値版3・(3)・③参剛

300

雀念儷3,可

350

1叫囿,可

不

フ[2.3%1

伽8

U3[@73"】

即1 伽.6

(件数)

400

糊

[311件]

実施あり 178[57之%]

:鰯制.N^^:
Nのみ実施伽解割のみ実施 72

...■.●●■...●■●●.

,..

[355件]

^
[364件]

^
[361件]

^
[321件]

^

(件數)

400

10 n.B,'1

"'・ご.

R20,可

'.゛'

5 [1',U

2ゆ占"]
..
^
^

.

肘[鳳^

1闘仏2ヨ絢

゛

゛

2[0β舶]

[卯之,母

叫【和'知

Ⅱ

......昆●●.

2伽[舶.0%】

舶伽■糊

[219件]

200

帥【朝'知

.

※解剖およぴAiの実施状況が不明なものは、実施なしとして集計している。

院内調査結果報告があった3Ⅱ件のうち、解剖またはAi、およびその両方が実施された件數は178件であった。

.

1 郎圏'糊

191[舶.596〕
^:町7■

靴伽.1知 1艶伽全殉1
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要約版院内調査結果報告の状況

24.病床規模別病理解音11およびAiの実施件数徴値版参考.・(.)・①参考3・(3)・②参剛

理剖

Ⅱ

(件数)

120

100

80

60

40

報告施設

他施設

20

423件(73.フ%)

151件(263%)

13

22

0
"圃

08゛゛゛゛゛゛゛゛゛汐
~ノ◇ノノノノノノノノノ勺

~ル、詠阿匂へ佑'》

26

(病床数)

※病理解剖が実施されたものについて集計している。

35

8

Ai

闘

87

33

(件数)

120

制度開始
からの状況

66

100

2

鼠

病理解剖の実施は574件で、最も多かったのは「400~499床」の100件
であった。199床以下の施設では、他施設での解剖実施が多かっナニ。

80

20

25.院内調査委員会における外部委員の参加状況徴値版3・④・④参剛

豊人札ヒM

..........

60

63

40

報告施設

他施設

20

9

7

605件(90.2%)

66件( 9.8%)

9

0

21

2

2021年

[3Π件]

◇゛゛゛゛゛゛゛゛゛゛汐
ノノノ~ノルノ、ノ、ノ、ノ匂ノノ怖§ン

~ルら詠、匂へ価'》

59

"

フフ

10%

98

3

(病床数)

※A功ξ実施されたものについて集計している。

01

tΣ、

2020年

[355件]

20%

鴫国

70 72

制度開始
からの状況

ι361件]

2018年

[361件]

1人70

A1の実施は671件で、最も多かったのは「3舶~399床」の107件であっ
た。全体の902%が報告施設で実施していた。

-38 、

1人引 1

40%

参加あり

全人飾

345,6

註分勢

28

50

[321件]

2016年

[218件]

1人能魚1郭

50%

舶.4%[275件]

3人醜

※委員会の設置がなかったものを除いて集計している。

2021年院内調査委員会の開催があった311件のうち、外部委員の参加があったのは舶.4%(275件)であった。そのうち参加人数は「2人」が34.5%と最も高く、次いで
「3人」が22.5%であった。の状況
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26.再発防止策の記載状況(数値版3・(5)・①参剛

2021年

〔311件]

10%

355

[̂3餌件]

[̂361件]

[321 ]

^

20% 30%

....

73" U勢'ユ"

40% 50%

再発防止策の記あり
卵.4%[306件]

[219件]

※「記駐なし」とは、院内調査結果報告書に再発防止策の記がなかったものである。

院内調査結果報告があうた311件のうち、再発防止策の記鞍があった事例は306件であり、全体の98.496であうた。

60%

要約版院内調査結果報告の状況

70%

郎3%[342件】

27.院内調結果報告書のぺージ数徴値版3・(フ)・①参剛

^1~3ページ ^フ~9ページ

部ユ%[350件

80%

飾.6%[3闘件]

90%

【防止繁なし」と

92占%【297件]

100%

87之96[191件]

0%

16~18ページ
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[3Ⅱ件]

あり 0.%

10%

3月邪

n2件】
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個件】
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..
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..
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1'"畠件1

4~6ページ

19~21ページ
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[34件】

20%
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355 C
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[361件]

2017年

B21件]

2016年

219 ・

1'"

念3%

臼件]
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14β96

価3

18.0亨6

【8唯]

178%

【57件】

1'"
価件]

50%

※院内調査結果報告書の表紙、目次、添付資料などを除いたぺージ数をセンターが集計したものである。

院内調査結果報告書のぺージ数は「10~12ページ」が最も多く21.5%(67件)であっナニ。
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25ページ以上
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要約版センター調査の状況

センター調査の状況
28.センター調査対象件数と依頼者の内訳徴値版4・①迺)②参刷

Ⅱ

センター調査対象件数

院内調査結果報告件数(累計)1,9開件

センター調査対象件数
9.0%

[174件]

センター調査依頼なし
91.0%

[1,764件]

依頼者の内訳

※2015年10月~12月はセンター調査の依頼は0件であった。

2021年院内調査結果報告件数の累計は1,938件であり、センター調査対象となった事例は9.0%a74件)であった。センター調査の依頼は33件であり、依頼者の内訳は、
の状況「医疫機関からの依頼功セ件、「遺族からの依頼」が31件であった。
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